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研究期間
経常研究

3．結果・今後の展開

1．背景・目的

本稿では、有機系フィラー複合樹脂の分散性評価を目標に以下の試験を実施した。

2．分析方法

② 超音波映像装置（SAT）① 赤外分光光度計（FT-IR）
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凝集が見える

マクロな粒子の分布が観察可能

② 超音波映像装置（SAT）

• より均質かつ精度の高い分析手法の構築
• 取得した画像から分散率を数値化する方法について検討2年目以降

① 赤外分光光度計（FT-IR）
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微小な分散が
可視化可能


